
■世界の一部を担う生き方■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 285号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. トピックス：リマインド LRAの締め切り間近 

 

先日来お知らせしている【ローカルリパブリックアワード】は、10/18（土）が〆切です。 

https://localrepublic.jp/ から応募できますので、お忘れなく！。 

 

1 等賞金 200万円は、助成金ではありませんので、あなたの活動資金に自由に使うことができます。 

提出方法は、A3用紙 1枚にまとめて、上記サイトからデータ提出です。 

アイデアコンペでなく、実際の活動内容のコンテストなので、写真やコメントをたくさん盛り込んでください。 

それと、ローカルリパブリック（地域社会圏）とは、地域社会を経済圏にすることで、独自性を発揮しながら永

続を目指すことです。 

なので、そこに暮らす人たちの単なるつながりでなく、商売や事業などの経済活動を通じたコミュニティの魅力

を前面に表現して下さい。 

そして、過去の受賞例が参考になるので、是非ご覧ください。 

2018年度 https://localrepublic.jp/2018/ 

2019年度 https://localrepublic.jp/2019/ 

あと 1週間しかありませんが、特に「地域を巻き込んだビジネスチャレンジ」のご応募を期待しています。 

 

以上、僕の私見と、勝手なＰＲでした。 

特に「僕がお誘いしたあなた」忘れずに提出して下さい！ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. ブログから：世界の一部を担う生き方 



 

社員（しゃいん）という言葉には、以下の 2つの意味があるという。 

一つは「社団の構成員」で会社の場合は出資者（株式会社においては株主）のことを意味する。 

そしてもう一つは「会社企業における従業員」で、特に狭義として正規雇用者である正社員を意味することもあ

る。 

だが、この説明を要約すれば、「社員には構成員と従業員の 2つの意味がある」でいいじゃないかと思う。 

だったら社員と呼ばず「構成員」と「従業員」で使い分ければ良いことなのに、それをあえて「社員」と呼ぶこ

とに、僕は興味を持った。 

・ 

構成員とは、会社を構成する人のことなので、従業員から見れば自分を雇う雇用主側の人のこと。 

つまり、会社という組織は構成員と従業員の合わさった集合体だ。 

だが、株式会社の場合には、構成員が株主なので、会社組織に含まれるとは限らない。 

その場合は、株主に経営を委嘱された取締役が構成員となるのだが、多くの会社で従業員の中から取締役が選任

され「兼務役員」と呼ばれている。 

兼務役員とは、構成員と従業員の双方に属する人なので、全部まとめて「社員」と呼ばざるを得なくなったのだ

ろう。 

・ 

また、説明の冒頭に「社団の構成員」とあるが、そもそも会社とは社団に属する概念で、株式会社はそのまた一

部分にすぎない。 

社団とは一定の目的によって結集した人の集団について用いられ、一定の目的によって結合した財産の集団であ

る財団と対立する概念ともされる。 

代表的な社団として、社団法人や NPO 法人があげられるが、これらの構成員は社員というよりは会員と呼ばれ

るため、「構成員としての社員」はあまり知られていない。 

さらに言えば、行政組織だって社団の一部だが、行政組織の構成員とは市民を指し、すべての役人は従業員だ。 

したがって、「社員」という言葉がほとんどの場面で「従業員としての社員」を意味することで、僕たちは「構成

員の自覚」を失っているのかもしれない。 

・ 

僕はよく、会社と社会という言葉を使い分けることで、人間関係を説明する。 

斎藤毅『明治のことば』（講談社学術文庫）によると、「会社」も「社会」も、本来は古代中国語の土地の守り神

のことを表す「社」に由来する言葉だ。 

「社」とは、日本風に言えば「村の神様」のことで、この神様をまつるための村人の集まりを「会社」とか「社

会」と言い、この２つの熟語は本来同じ意味だったらしい。 

幕末になって西洋文明が日本へと押し寄せてくると、西洋流の新しい概念を日本語に翻訳するために、さまざま

な工夫がなされた。 

その中で、「会社」「社会」は、目的を共有する人々の集団のことを表すことばとして、使われるようになり、や

がて「社会」は人々の集団全体を表す societyの、「会社」は営利を目的とした人々の集団 company の訳語とし

て使われるようになったのは、明治 7～10年ごろのことだったようだ。 

この分類を当てはめると、自治体という社団は市民で構成される社会のことであり、その運営事務を担う従業員

の集団が自治体という会社なのかもしれない。 

・ 

ドイツでは「営利を目的とするかしないか」で法人を二種類に分けて規律しているようだが、日本における営利

法人とは物質的利益を法人の構成員に分配することが認められている法人を指し、分配しない限りは非営利法人



となる。 

「営利目的の有無」については、便宜的に「営利法人」と「公益法人」に分類されることがあるが、営利性の有

無と公益性の有無は本来次元の異なるものであり、公益法人の「公益」とは不特定多数の利益を図ることをいう。 

日本では明治時代に制定された民法が公益法人と営利法人に分け、さらに営利を目的としないもののうち公益に

関するものだけが社団法人として法人格を取得できるとしていたため、営利を目的としないがもっぱら構成員の

利益を図ることを目的として設立される団体（同窓会やクラブなど）は法人格を取得できなかった。 

この問題を改善するため、2002 年に「中間法人法」、さらに 2006 年に「一般社団法人及び一般財団法人に関す

る法律」が制定された。 

つまり、構成員だけに物質的利益を「配分する＝営利・私益」で「配分しない＝非営利・公益」という方向性が

見えてきた。 

・ 

僕が今、夢中になって取り組んでいる「仲間づくり」とは、「構成員づくり」のことだった。 

今度始めた「シェア法人」という発想も、全員が株式会社の取締役になることで、従業員ではなくなろうという

呼びかけだ。 

「地域起業」というオンラインサロンでは、地域を作り、構成員を集め、事業と経済を生み出していくことを学

んでいる。 

「地主の学校」は、地域社会の主(当事者)＝地主になるために、構成員たちと不死身の社団を作ることで相続と

縁を切り、永続的な地域経営を学んでいる。 

だとしたら、従業員からの脱却を目指すのかと言えば、そうではない。 

「雇われない生き方」でなく、「自分が世界の一部を担う生き方」とでも言えばいいのかもしれない。 

 

http://nanoni.co.jp/20201011/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週のお誘い 

ぼちぼち面談を再開しますが、もちろんリモート面談も歓迎です。 

凡例 ■リモート、２ｍ面談など歓迎：方法をご提案ください 

○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

   ●同行可能：僕の訪問先にお連れできます。 

   ★参加可能：あなたも参加可能な予定です。 

   △同席不可：予定の前後は面談可能です。 

   ▲留守不在：すみません、留守のためお許しを。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）10/12 ■◎作業日 09-19時（自宅） 

 20-22時 ■王様の起業の始め方_3（リモート） 

（火）10/13 ■◎出張日 

09-10時 ★地域訪問（矢板） 

11-12時 ▲Ｔさん面談（鹿沼） 

12-15時 ★地域訪問（鹿沼） 



15-17時 ★地域訪問（鹿沼市上久我） 

（水）10/14 ■◎作業日 09-16時（自宅） 

   17-19時 △東京まちづくり研究会（駒沢） 

（木）10/15 ■◎作業日 09-12時（自宅） 

 13-18時 ★なるほどデイ（笑恵館） 

18-20時 ★完全持ち寄り食事会（笑恵館） 

（金）10/16 ■◎作業日 09-19時（自宅） 

   18-20時 ★シェア法人無料説明会（十日市場） 

（土）10/17 ■〇作業日 09-17時（笑恵館） 

 09-17時 ■○笑恵館教室（笑恵館） 

（日）10/18 ■◎休業日 09-18時（自宅） 

 

■その後の予定 

10/19 20-22時 ■王様の起業の始め方_4（リモート） 

10/22 17-19時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

10/23 07-21時 ★地域訪問（矢板） 

10/24 09-17時 ■○笑恵館教室（笑恵館） 

10/25 10-14時 ★名栗の森オーナーシップクラブ 10月例会（飯能） 

10/25 14-18時 ▲LRA1次審査会（横浜） 

10/25 18-20時 ▲麻布食事会（横浜） 

10/27 10-12時 HFA定例会議（渋谷・リモート） 

10/31 09-17時 ■○笑恵館教室（笑恵館） 

11/07 09-12時 ■○笑恵館教室（笑恵館） 

11/12 14-16時 ★一宮庵クラブ運営会議（成城） 

11/12 16-17時 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

11/12 17-19時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

11/13 20-21時 ■カプラー起業交流会（リモート） 

11/19 13-20時 ★なるほどデイ・完全持ち寄り食事会（笑恵館） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 



http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe… 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 


